
      □

第

30
回

山

北

町

青

少

年

健

全

育

成

大

会
の

開

催 

 
 

７
月

は
、
「
青

少

年

の
非

行

・
被

害

防

止

全

国

強

調

月

間

」
で
す
。

山

北

町

で
も
、
家

庭

・
地

域

・
学

校

が
一

体

と
な
っ
て
、
次

の 

時

代

を
担

う
青

少

年

の
健

全

育 

成

を
推

進

す
る
た
め
、
青

少

年

健

全

育

成

大

会

を
開

催

し
ま
す
。 

多

数

の
方

の
参

加

を
お
待

ち
し

て
い
ま
す
。 

◎
日 

程 
 

平

成

2 3
年

７
月

２
日 

（
土

曜

日

） 

1 3
時

～

1 6
時

（
1 2
時

3 0
分

開

場

） 

◎
会 

場 

山

北

町

立

中

央

公

民

館 

      

      

◎
内 

容 
 

第

一

部 

☆

「
少

年

の
主

張

」
作

文

の
入

選

者

表

彰

と
作

文

発

表 

☆
大

会

ア
ピ
ー
ル 

第

二

部 

☆
講

演 

演

題

 

『
少

年

院

面

接

委

員

が
語

る
現

代

青

少

年

の

心
 

子

ど
も
を

叱

れ
な

い
大

人

た
ち
へ
』 

講

師 

桂 
才

賀 

師

匠 
 

入

場

無

料

（
当

日

受

付

） 

◎
問

合

せ 
 

生

涯

学

習

課
（
電

話

７
５-

３
６
４
９
） 

 □

第

11
回

カ

ヌ

ー

マ

ラ

ソ

ン

Ｉ

Ｎ

丹

沢

湖
の

開

催 

 

豊

か
な
自

然

に
恵

ま
れ
た
丹

沢

湖

で
、
地

域

振

興

と
生

涯

ス
ポ
ー

ツ
の
普

及

・
推

進

を
図

る
こ
と
を
目

的

と
し
、
森

林

と
清

流

の
町

に
ふ

さ
わ
し
い
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
第

1 1
回

カ
ヌ
ー
マ
ラ
ソ
ン
が
開

催

さ
れ
ま
す
。

今

回

の
テ

ー

マ
は
『
が

ん
ば

れ

東

北

！
東

日

本

大

震

災

復

興

応

援

イ
ベ
ン
ト
』
。 

皆

様

の
応

援

を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。 

◎
日 

程 
 

平

成

2 3
年

７
月

１８
日 

（
月

曜

日

、
海

の
日

）
小

雨

決

行 

1 0
時

～

1 3
時

3 0
分

（
予

定

） 

ス
タ
ー
ト 

1 1
時 

◎
会 

場 

丹

沢

湖

（
玄

倉

ふ
れ
あ
い
ラ
ン
ド
） 

◎
問

合

せ 
 

生

涯

学

習

課
（
電

話

７
５-

３
６
４
９
） 

   
 

          

□

教

育

委

員

会

の

審

議

事

項 

 

平

成

2 3
年 

(

第

三

回

か

ら

第

五

回

・ 

協

議

会)
 

○
第

三

回

（
３
月

3 0
日

） 

一

 

山

北

町

文

化

財

保

護

委

員

の
委

嘱

に
つ
い
て 

一

 

教

職

員

の
人

事

異

動

に
つ
い

て 

一

 

平

成

2 3
年

度

当

初

予

算

概

要

（
教

育

費

）
に
つ
い
て 

○
第

四

回

（
４
月

2 7
日

） 

一

 

山

北

町

立

小

学

校

及

び
中

学

校

評

議

員

の
委

嘱

に
つ
い
て 

一

 

山

北

町

社

会

教

育

委

員

の

委

嘱

に
つ
い
て 

一

 

山

北

町

文

化

財

保

護

委

員

の
委

嘱

に
つ
い
て 

○
第

五

回(

５
月

2 5
日)

 

一

 

平

成

2 3
年

度

川

村

小

学

校

給

食

室

等

大

規

模

改

修

工

事

の
契

約

締

結

に
つ
い
て 

○
協

議

会

（
５
月

2 5
日

） 

一

 

第

4 4
回

山

北

町

球

技

大

会

に
つ
い
て 

一

 

第

3 0
回

山

北

町

青

少

年

健

全

育

成

大

会

に
つ
い
て 



□

共

和

小

学

校

閉

校 

  

共

和

小

学

校

は
３
月

に
在

校

生

３
名

が
卒

業

し
、
今

年

度

か
ら
入

学

す

る
児

童

が
い
な
い
こ
と
か
ら
、

平

成

2 3
年

３
月

3 1
日

に
閉

校

し
ま

し
た
。 

 

３
月

2 6
日

に
行

わ
れ
た
閉

校

式

に
は
、
湯

川

町

長

や
冨

田

教

育

長

を
は
じ
め
、
杉

本

県

議

会

議

員

、

町

議

会

議

長

、
南

足

柄

市

長

、

町

議

会

議

員

、
町

教

育

委

員

会

関

係

者

、
歴

代

の
校

長

や
教

員

、

卒

業

生

、
共

和

地

区

の
方

々
等

、

共

和

小

学

校

に
関

わ
り
合

い
の
あ

る
た
く
さ
ん
の
方

に
出

席

い
た
だ
き
、

総

勢

百

七

十

名

ほ
ど
で
行

わ
れ
ま

し
た
。 

 

閉

校

式

で
は
、
３
名

の
卒

業

生

か

ら
共

和

小

学

校

の
思

い
出

を
語

っ

て
い
た
だ
き
、
校

旗

返

納

な
ど
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
式

の
最

後

に

は
出

席

者

全

員

で
共

和

小

学

校

校

歌

を
斉

唱

し
て
、
学

校

に
別

れ

を
告

げ
ま
し
た
。 

 

閉

校

式

に
引

き
続

き
、
閉

校

の

集

い
が
行

わ
れ
、
卒

業

生

や
元

教

員

、
共

和

地

区

の
方

々
が
和

や
か

な
雰

囲

気

の
中

、
昔

の
卒

業

生

の

写

真

や

思

い
出

の
記

録

を
ス
ク
リ

ー
ン
に
上

映

し
、
出

席

者

全

員

で

そ
れ
ぞ
れ
の
思

い
出

を
振

り
返

り
ま

し
た
。 

 

共

和

小

学

校

は
、
明

治

７
年

４

月

に
地

蔵

堂

を
仮

校

舎

と
し
て
開

校

し
、
１
３
７
年

の
歴

史

を
刻

み
、

六

百

数

十

名

の
卒

業

生

を
送

り

出

し
、
地

域

の
皆

様

に
親

し
ま
れ
て

き
ま
し
た
。 

 
 

  
 

□

第

56
回

山

北

町

内

一

周

駅

伝

競

走

大

会

を

開

催

し

ま

し

た 

  

３
月

1 3
日

（
日

）
に
山

北

町

内

一

周

駅

伝

競

走

大

会

が
開

催

さ

れ
ま
し
た
。 

 

今

年

は
、
町

内

各

ブ
ロ
ッ
ク
４
チ

ー
ム
と
、
オ
ー
プ
ン
参

加

の
山

北

高

校

か
ら
４
チ
ー

ム
の
全

８
チ
ー
ム
が

出

場

し
ま
し
た
。
岸

チ
ー
ム
は
、
第

３
・
４
・
５
・
６
・
７
・
９
区

間

で
区

間

賞

を
と
り
、
優

勝

を
し
ま
し
た
。 

 

な
お
、
大

会

の
結

果

は
次

の
と
お

り
で
す
。 

  
 

 
 

 

優

勝 
 

 
岸

ブ
ロ
ッ
ク 

 

準

優

勝

 
 

 

向

原

ブ
ロ
ッ
ク 

 

第

３
位 

 

山

北

第

３
ブ
ロ
ッ
ク 

□

山

北

町

立

各

小

学

校

が

修

学

旅

行

で

日

光

へ

行

っ

て

き

ま

し

た 

  

５
月

1 0
日

～

1 1
日

川

村

小

学

校 

 

５
月

1 1
日

～

1 2
日

清

水

小

学

校 

 

５
月

9
日

～

1 0
日

三

保

小

学

校 

の
日

程

で
６
年

生

が
日

光

へ
修

学

旅

行

に
行

っ
て
き
ま
し
た
。 

 

い
ろ
は
坂

を
通

っ
て
中

禅

寺

湖

畔

へ
、
そ
し
て
、
湯

滝

・
竜

頭

の
滝

・
華

厳

の
滝

な
ど
、
ま
だ
冬

景

色

の
残

る

水

の
流

れ
な
ど
自

然

を
満

喫

し
ま

し
た
。 

 

ま
た
、
東

照

宮

の
有

名

な
三

猿

・

陽

明

門

・
眠

り
猫

・
鳴

き

龍

・
徳

川

家

康

の
墓

や
大

猷

院
（

徳

川

家

光

の

菩

提

）

な

ど

を

見

学

し

、

徳

川

家

の

い

ろ

い

ろ

な

文

化

を

学

習

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。 

「

百

聞

は

一

見

に

し

か

ず

」

と

言

う

言

葉

が

あ

り

ま

す

が

、

ま

さ

に

夢

の

よ

う

な

２

日

間

を

過

ご

し

、

６

年

生

一

人

ひ

と

り

の

心

の

中

に

素

晴

ら

し

い

思

い

出

が

残

っ

た

こ

と

と

思

い

ま

す

。 


